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論文内容の要旨

(目的〉

精神分裂病患者の認知機能については，実a験心理学的手法を用いた様々な研究が行なわれているが，

昨今の情報科学の発展は，情報処理モデルに基づ、く実験パラダイムを用いた詳細な認知機能の検討を可

能としている。近年の分裂病の認知機能に関する研究の多くも，そのような情報処理のパラダイムに基

づいて行なわれているが， 乙れらの研究はまだ端緒についたばかりであって，諸説があり，統一された

見解はない口そ ζで，本研究では，コンビューターによって制御されたディスプレイに瞬間的に提示さ

れたドットを数えるという課題を用いて，分裂病患者の視覚性認知過程についての定量的な分析を行な

い，分裂病患者の認知障害が情報処理過程のどの段階によるものかを明らかにしようと試みたD

(方法ならびに成績)

〔対象〕対象としたのは精神分裂病患者40名，正常者40名である。

〔方法〕ディスプレイにいくつかのドットからなるテストパターンが66 ms 提示され，次にある間隔

(Stimulus Onset Asychrony : SOA )をおいて，マスキングパターンが 500m s 提示される口テスト

パターンには， 0 から 10までのドットがランダムに配置されたランダムパターンと 5 から 10までのドッ

トが 2 ツないし 3 ツのグループにまとめて配置された群化パターンがある。 SOA は 100m s と 250

ms ，およびマスキングパターンの提示されない場合 (no-mask 条件)の 3 種類である。テストパタ

ーンは，提示されるドット数ごとに，各 SOA に対して 6 通り，計 234通りのパターンがランダムに出

現する。マスキングパターンは一種類である。なお3 テストパターンは，中心視の視角 50以内に入るよ

うにセットされている。被検者はできるだけ速くドットの数を答えるように求められる。乙のようにし
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て，報告されたドットの数(報告数)と正答率，および答えるまでに要した時間(反応時間)を測定し

7こ。

(成績〕

(1 )分裂病患者群の報告数および正答率は， no-mask 条件では正常者群と有意差はなかったが， SOA 

が 100m s と 250ms では，正常者群に比べて有意に低下した。乙れは，患者群では SOA が 100

ms および 250ms の時には，テストパターンの情報を Visual Information Storage (V 1 S )から

次の貯蔵構造である visual Short Term Memory (visual S T M )へ転送し終える前R: ，新たな'情

報としてマスキングパターンが加わるために， visual image の形成が妨害されるためと考えられるo

とのことから，分裂病患者群では VI S から visual S T M への情報の転送速度に障害があると推定

された。

(2) SOA が 250ms および no-mask 条件の時'c ， 正常者群と分裂病患者群の反応時間では，両群iζ

ほぼ等しい subitizing と countìng の過程がみられた。 subitizing と counting は， visual ST M から

対象数の情報を比較照合する過程に相当すると考えられ，乙の乙とから，分裂病患者群では乙の比較

照合過程に障害のない乙とが示唆された。

(3) 正常者群の群化パターンの正答率は，非群化パターンに比べて有意に向上した。しかし分裂病患

者群では，群化パターンと非群化パターンの正答率に有意差はなく，平均値では逆K群化パターンの

方の成績が低下した。また ドット一個を処理するのに要する時間は，正常者群では群化パターンの

万が速くなるのに対して，患者群では逆に群化パターンの方が遅くなった。乙のことは，患者群では，

情報処理過程の制御機構の障害のために， 2 ツないし 3 ツの小グルーフ。からなる群化パターンが提示

された時に，あるグループに固着して他のクーループに関する情報が減衰されるためか， もしくは，課

題に有用な情報を積極的に収集しようとする， Pribram のプランともいうべき情報処理系を支配する

より高次な中枢機能の障害のために，群化パターンを群化パターンとして捉える乙とができず，非群

化パターンと同様に処理しようとするためと推測された。

(総括)

コンビューターによって制御されたディスプレイに瞬間的に提示されたドットを数えるという課題を

用いて，精神分裂病患者の視覚性認知機能についての定量的な分析を行なった。その結果，分裂病患者

群では， VI S から visual S T Mへの情報の転送速度に障害があり， visual ST M からの比較照合過

程には障害がないことが推定され，さらに，乙うした情報処理過程を制御もしくは支配するより高次な

中枢機能の障害が存在する可能性も示唆された。

論文の審査結果の要旨

精神分裂病患者の認知機能については，実，験心理学的手法に基づ、く様々な研究が行われているが，諸

説があり，統一された見解はない。
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本研究は，瞬間的に提示されたドットを数えるという方法により，分裂病患者の認知障害が，情報処

理過程のどの段階によるものかを明らかにしようとしたものである。

本研究により，分裂病患者では， Visual Information Storage から visual Short Term Memorγ 

への'情報の転送速度に障害があり， visual Short Term Memory からの比較照合過程には障害がない

乙とが示された。

本研究は，分裂病の病態の解明に，新たに有用な知見を加えたものとして，学位論文に値すると思わ

れる。
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